
神戸協同病院  外来診療担当表
月 火 水 木 金 土

第１週 第２週 第３週 第４週 第５週

内
　
　
科

午
　
前

２診 眞鍋 眞鍋 兼田
10:00～ 横山 兼田

10:00～ 岩佐 担当医 岩佐 担当医 岩佐

３診 横山 津田 松尾 津田 担当医 担当医 津田 担当医 津田 担当医
４診 上田 松尾 上田 田尻（晋） 上田 道上 道上 道上 道上 道上
５診 三村 高井 小松 新小田 新小田 西郷 西郷 西郷 西郷 西郷
６診 ― 山本 趙 三村 田尻（晋） ― ― ― ― ―

午
　
後

２診 関 兼田 眞鍋 今中

‌
　　

３診 松尾 西郷 津田 ―
４診 上田 ― 趙 上田

５診 担当医 小松 馬場
17:00～ 担当医

６診 ― ― 竹内 ―
健
診 午前 江本 三村 今中 江本 今中

外
　
　
科

午前
（乳腺・一般）
石川

― （乳腺・一般）
石川

（乳腺・一般）
吉田

（乳腺・一般）
吉田 （乳腺・一般）

石川
（乳腺・一般）
吉田

（乳腺・一般）
石川

（乳腺・一般）
吉田

（乳腺・一般）
石川（乳がん検診のみ）

田尻（楓）
（乳がん検診のみ）
田尻（楓）

（乳がん検診のみ）
三村

午後 （乳腺・一般）
吉田 ― ― ― （乳腺・一般）

石川

整
形
外
科

午前 日高
受付11時まで

日高
受付11時まで 浜武 井上 ― 日高

受付11時まで 浜武 日高
受付11時まで 浜武 日高

受付11時まで

午後 浜武 ― ― ―
①③⑤週浜武
②④週日高
受付18時まで

皮
膚
科

午前 吉岡 ― ― ― ―
※‌�都合により休診・変更になる場合がございます。
ご了承下さい。急病でお困りの方はご連絡下さい。午後 ― ― ― 三木 ―

本庶佑先生ががん免疫療法の研究でノーベル賞受賞！ 
ただ分子標的薬オプジーボは年間1000万円の医療費が…

世界ではトランプ旋風が続発。
世界のパワーバランスはより複雑に。

上田院長 2018年の
印象に残った
トピックス

上田院長 2018年の
印象に残った
トピックス

兵庫県出身の貴景勝が
初優勝！ おめでとう。

新年あけましておめでとうございます。旧年中は当院の

運営にご理解・ご協力を賜り、誠にありがとうございました。

昨年は例年にも増し大災害が頻発しました。6月の大阪

北部地震に続き、7月の西日本豪雨では、神戸市内でも土

砂崩れが発生しました。9月の台風21号では関西国際空

港が水没し孤立。長田港の防波堤は港湾局や地元住民に

より閉められ、浸水は防止できました。しかし台風がも

う少し西側を通過していたら、高潮は防波堤を超えてい

たでしょう。さらに9月には北海道胆振東部地震が起こ

り石炭発電所が被災、全道がブラックアウトとなりまし

た。災害は忘れないうちに姿を変えてやってくることを

まざまざと知らしめました。今後起こりうる災害として、

東南海トラフ地震(M9)による津波高は長田港では海抜

2.7mと推定されており、当院の１階フロアは海抜4.0m

のため、津波より大雨や台風高潮による浸水の可能性が

高いと考えられます。当院では防水板や吸水砂嚢を準備

し、防災訓練を通じて災害への備えを強化しています。

さて、当院は昨年長田の地で開院55周年を迎えまし

た。これもひとえに地域のみなさまのお力添えのおかげ

と感謝しております。また平成27年に開設した緩和ケ

ア病棟は昨年3周年を迎えることができ、9月からは19

床フルオープンの運びとなりま

した。今後も益々地域に根ざし

た保健医療福祉を展開する所存

です。ご支援、ご協力をよろし

くお願い致します。

交通のご案内 神戸市営地下鉄・ＪＲ「新長田駅」より南へ徒歩７分　「駒ヶ林駅」より東へ徒歩５分
神戸市営バス「大橋２丁目」バス停より南へ徒歩２分　阪神高速３号神戸線「湊川I.C」より西へすぐ

神戸医療生活協同組合 神戸協同病院
〒653-0041
神戸市長田区久保町２丁目4-7
TEL 078-641-6211（代）
地域医療部
TEL 078-641-6236（直通）
FAX 078-641-6291
http://kobekyodo-hp.jp/

お問い合わせ先

KOBE MEDICAL COOP

P

新長田

駒
ヶ
林

神
戸
市
営
地
下
鉄

海
岸
線

東
急
プ
ラ
ザ

鉄
人
28
号

三井住友銀行
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三井住友銀行

（2019年１月現在）

受付時間
（日・祝休診）

午前 月～土  8:00～12:00（診察は9:00から）

午後
（火・土休診）

月・木・金 15:30～19:00（診察は16:00から）
水 14:30～17:00（診察は15:00から）

透
析
科

午前 月～土  8:30～ 20床

午後 月・水・金 13:30～
新規相談
受付中

人気者めざして猪ッとずつ猛進！

新春のごあいさつ 院長 上田 耕蔵

お知らせ
平成30年度に神戸市の乳がん検診、胃がん検

診、肺炎球菌ワクチンの助成対象になっておられ

る方は、助成の期限が3月31日までになります。

年度末は混み合いますので、

お早めにお問い合わせください。
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ISO：9001認証取得
編集発行：地域医療部

①インフォームドコンセントを重視し、安全・安心の医療をすすめます
②教育・研修活動に励み、医療・看護・接遇の向上につとめます
③医療・介護・福祉のネットワークで住みよい街づくりをすすめます～地域のみなさまとともに、より良い医療を～

私たちは、「無差別平等の医療」を理念とする医療機関です。個室料などの差額ベッド代は一切いただきません。

私たちの理念

2019.1  No.17

新春号



お礼の言葉

～会場いっぱいとなる 324 名の参加～

緩和ケア病棟
３周年記念のつどいを開催！ 　これまでのあゆみと現在の到達点を形に残そうと、3周年記念

事業実行委員会が中心となって、記念誌が完成し、当日参加さ
れたみなさまにお渡ししました。表紙には緩和ケア病棟に入院
されていた患者さんが書かれたイラストを使わせていただき、
病棟のイメージに合った、あたたかなデザインとなりました。
　私たちの緩和ケア病棟のこれまでとこれからを知ってい
ただける1冊となりました。

　当日参加された組合員、職員、一般、医療関係者の方々から非常に多くの感想を
寄せていただきました。ごく一部ですがご紹介させていただきます。

�‌�楽しいお話をお聞きし、日々のケ

アの内に埋もれてしまう、看護師

としての大切な心を、楽しいお話

を聞かせていただきながら思い出

すことができました。ふとした時

に、今日のお話を思い出して、な

ぜ看護師になろうと思ったのか、

なぜ緩和ケアに関わろうと思った

か、自分の原点を忘れず働いてい

きたいと思います。

スライド
を見て涙

し

ました。
徳永先生

の

話は、楽
しく笑い

な

がら、重
要なこと

を

学ばせて
いただき

ま

した。ハ
ーモニカ

も

良かった
です。忘

れ

られない
浜辺の歌

に

なりまし
た。あり

が

とうござ
いました

。

　この3年間は長かったように感じています。しかしまだ緩和ケ
ア病棟としての経験は浅く、振り返るとこれでよかったのだろ
うかと反省することもたくさんありました。そんな中で、私た
ちの緩和ケア病棟が3周年を迎えられたのは、内外の多くの方々からの支えがあっ
たからこそと感じております。改めてお礼を申し上げます。
　今回のつどいでは、これまで病棟を支えてきてくださったみなさまに、3年間の
あゆみと感謝の気持ちを伝えることができたのではと感じております。
　記念誌をまとめるにあたっては、今後の課題もたくさん見えてきました。一つひと
つの課題に向き合って、よりよい緩和ケア病棟を目指していきたいと考えています。
これからも一層のご支援・ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

 第2部では、鳥取から野の花診療所所長の徳永進先生をお迎えし、「生もこんとん　死もこ
んとん」と題しご講演いただきました。
　日本のホスピス医療の先駆者として、長年緩和ケア医療に関わってこられた徳永先生。これま
で培ってこられた豊富な経験の中で、実際の患者さんとの関わりから得た学びを、ユーモアいっ

ぱいに、わかりやすくお話ししていただきました。会場は何度も大きな
笑いに包まれ、時に優しいハーモニカの音色に癒やされ、時にほろりと
胸に沁みる言葉に感激し、死を前にしても「生きること」のエネルギー
を伝えていただきました。
　参加された多くの方にとって学び多い講演となり、講演後の会場
は盛大な拍手に包まれました。

おかげさまで2018年6月に神戸協同病院の緩和ケア病棟は開設から3周年を迎えることができました。
これを記念し、病棟開設から現在に至るまで支えてきてくださった組合員や地域のみなさまに3年間
のあゆみを知っていただこうと、10月8日に新長田ピフレホールで記念のつどいを開催しました。

～参加者の感想から～

　第1部では、緩和ケア診療部部長として3年間病棟を支え、また引っ張ってきた道上理事長
から、これまでのあゆみと取り組みの報告がありました。
　最初に、緩和ケア病棟の日々を紹介したムービーが流れ、実際に病棟に入院されていた患者さ
ん・ご家族と病棟スタッフとのあたたかな関わりや、病棟での生活の様子を見ていただきました。
　次に、西神戸地域で初めての緩和ケア病棟として、地域から多くの期待とニーズを寄せてい
ただいた3年間を、統計データを基に振り返りました。
　緩和ケア病棟はほとんどのスタッフが経験のないところからのスタートでしたが、研修や学
習を重ね、多職種間で連携しながら病棟として成長してきたこの3年間の「あゆみ」を知っていただくことができました。
　最後には、現状の課題をふまえ、地域包括ケアの一員として、また下町の中にある緩和ケア病棟としての今後の病棟の展望が語られました。

　緩和ケア診療部部長　道上　哲也

3年間のあゆみ　取り組み報告第1部

　講師　徳永　進先生（野の花診療所　所長）

記念講演「生もこんとん　死もこんとん」第2部

3年間の取り組みは素

晴らしいと思います。

一人ひとりがとても大

切にされ、残された時

間を少しでも喜びのあ

るものにしようとされ

るお気持ちがよくわか

り、自分もこのように

最後が迎えられたらい

いなあと思いました。

3周年記念誌
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